処 まで、 形式、 内容が 発達して 行く か、 

私に とって は、 頭の ために も、 感情の ために も、 よ 

い 余技 を 見出した。 

五月 一 日 

あらゆる ものが、 さっと 芽ぐみ、 

何と 云う 春 だ！ 

自分の 心 は、 此ニ 十四 歳の 女の 心 は 

知らない si に 満ち、 

息 つ き、 きれぎれと な り 



絵 を 描け、 強い タ ツチで、 グレコ のように、 絵 を 描け _ 

歌 も 唱え、 

美しき マイ、 アイ ディ— ルを きいて、 泣く お前。 

静かな 月光が 地に 揺れ、 

優しい 魂が 心 を 誘い 愛撫す る 時 

愛 や よろこびが、 手足 を 動かさずに は 置かないだろう 

あこがれ を 追う 手、 

過ぎ て 行く 影 を 追う 足。 

バクスト は、 それに、 衣裳 を かくの だ。 

氺 



芸術の 真の 畏ろ しさ 

心に 真実 愛が 満ち 

信に 安らいだ 時 

私 は 始めて 物 も 書け る。 

働く， J とも 俞央 になる 

女中な にか。 何！ 

物が 真個に 書け る 時 

私 は、 うれしく 働け る。 

生きる ことの ありがた さ。 

何故い つも、 斯様に は あらぬ か 

わが、 こころ。 



. ョ 丄 1ー< o 

神様 

氺 

自分 は 始め 天才 かと 思った。 

あわれ あわれ は …… 。 

然し、 その 夢 も 醒めた。 有難い。 

今 は、 一 片の 草の ように 

つつまし く、 愉しく、 熱心に 芸術に 向って 居れば。 安 

ら える。 



金がないので 表し 得ない 時の あるの を 

又 その 時の 如何に 多い か を 

此頃 知り 

憂い を覚 ゆ。 

父の 上 を 思い、 いろいろの なぐさめ や 悦び を 与えた 

ヽ o 

レ 

それ は、 勿論 ものば かりが 

我心の まこと を 告げ は しない。 

けれども、 もの も 入用る ときが ある。 



、；； I もな えて 足 もと を 見る 

あわれ わが 井戸の 小 車 

いつも いつも くるめく と。 

くるめく 井戸の 小 車 

天 をう つす 底 ひの 水 

滾々 と 湧き 満ち ささやか になり 

われ を 待つ。 

愛らしい わが 原稿紙 (25th May) 



愛らしい わが 原稿紙 

おまえが、 白紙に 青の S を 持ち 

その S を 

一 面の 文字で 埋めて 居る の を 見る と 

私の 心 はお どる。 

朝、 さっぱりと 拭き 浄 めら れたマ ホガ 二— 色の 机の 上 

で、 

又は、 輝 やいた 日の 午後 

北 向の 障子の 棧が 

単純な 日本の 四角 を 浮上ら せる 傍に。 



私 は、 謙譲な 一 人の 侍女 

それ 等の 果物 を 一つ一つ 

みのるが まま、 色づ くが まま 

捧げて 神に 供える。 

朝 園 を 見 まわり 

身： ^を, め 

心 裸身で 

大理石の 祭壇に ぬかずく。 

或 時 は 常春 藤の 籠に もり 

或 時 は 石 蠟の壺 に 納め 



新ら し い 卵 を 産んだ と 云う の に 

朗らかな 歌 も 歌えない 鳥類 —— 

若し や —— 人間に 飼われ 飛ぶ 空 もな く 

卵 は あとから 盗まれる ので 

彼那 不快な 心に なった のか？ 

若しそう ならば 

あ，^ ぁォホ あわれ 

彼等 は 野禽の 昔 さえ 

憶い 出さない か？ 

氺 
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